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佐藤 和紀 さとう かずのり
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 経歴
• 2006年：東京都公立小学校・教諭／主任教諭，2017年：常葉大学教育学部・専任講師，

2018年：静岡大学教育学部・非常勤講師等を経て
• 2020年：信州大学教育学部・助教，2022年：信州大学教育学部・准教授
• 2023年：独立行政法人 教職員支援機構・フェロー
• 2006年：上越教育大学大学院 学校教育研究科・修了，修士（教育学）
• 2018年：東北大学大学院 情報科学研究科・修了，博士（情報科学）

 研究分野
• 教育工学，教育方法学，ICT活用授業，情報教育，メディア・リテラシー教育，教育の

情報化。特に小学校における教育方法の改善，情報化に伴う教育内容・教育方法の開発，
学習支援システムや教材の開発，教員研修の開発など

 委員等
• 文部科学省

• 教育の情報化に関する手引・執筆協力者
• 情報教育の推進等に関する調査研究・企画検討委員
• 児童生徒の情報活用能力の把握に関する調査研究・企画推進委員
• GIGAスクール構想に基づく１人１台端末の円滑な利活用に関する調査協力者会議・
委員

• リーディングDXスクール事業・企画推進委員
• 学校DX戦略アドバイザー事業・企画検討委員 等



ガイドライン改訂に関する情報活用能力に関わる論点
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文部科学省（2023）初等中等教育段階における生成AIの利用に関する暫定的なガイドライン

「十分育成」とはどの程度か
具体的には何をいつから育成すればよいか
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1. そもそも情報活用能力とは何か
2. 近年の児童生徒の情報活用能力はどのような状態か
3. ガイドライン改定に関する意見

 生成AIの利活用に関して，情報活用能力の何をどの段階か
ら実施していけば良いか



情報活用能力に関する整理

Kazunori SATO                                 All Right Reserved

• 初等中等教育における教育の情報化に関する検討会（2006）
• 文部科学省（2017）小学校学習指導要領（平成29年告示）解説
• 文部科学省（2020）教育の情報化に関する手引-追補版-(令和2年6月)

第２章 情報活用能力の育成
• 文部科学省（2023）情報活用能力に関する意見交流会：情報活用能

力の育成に向けた各有識者の主なご意見



情報活用能力の経緯
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文部科学省（2020）「教育の情報化に関する手引-追補版-(令和2年6月)」第２章 情報活用能力の育成

①
② ③

④

⑤



情報教育の3観点8要素
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文部科学省（2006）初等中等教育における教育の情報化に関する検討会



情報活用能力の体系表例（2019）
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文部科学省IE-School事業（2019）における
実践・研究を踏まえた資質・能力で整理

文部科学省（2020）「教育の情報化に関する手引-追補版-(令和2年6月)」第２章 情報活用能力の育成



学習指導要領（2017）
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学習の基盤となる資質・能力として，
情報活用能力と記載されている

文部科学省（2017）小学校学習指導要領（平成29年告示）解説，48ページ



学習指導要領（2017）
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第３章 教育課程の編成及び実施
イ 情報活用能力

情報活用能力は，世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，
情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用して，問題を発見・解決したり自
分の考えを形成したりしていくために必要な資質・能力である。将来の予測
が難しい社会において，情報を主体的に捉えながら，何が重要かを主体的に
考え，見いだした情報を活用しながら他者と協働し，新たな価値の創造に挑
んでいくためには，情報活用能力の育成が重要となる。また，情報技術は
人々の生活にますます身近なものとなっていくと考えられるが，そうした情
報技術を手段として学習や日常生活に活用できるようにしていくことも重要
となる。

予測困難な社会において，主体的に捉え，活用すること

身近な情報技術を手段として学習や生活に活用すること

文部科学省（2017）小学校学習指導要領（平成29年告示）解説，50〜52ページ



学習指導要領（2017）
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情報活用能力をより具体的に捉えれば，学習活動において必要に応じてコ
ンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり，情報を整理・比較し
たり，得られた情報を分かりやすく発信・伝達したり，必要に応じて保存・
共有したりといったことができる力であり，さらに，このような学習活動を
遂行する上で必要となる情報手段の基本的な操作の習得や，プログラミング
的思考，情報モラル，情報セキュリティ，統計等に関する資質・能力等も含
むものである。こうした情報活用能力は，各教科等の学びを支える基盤であ
り，これを確実に育んでいくためには，各教科等の特質に応じて適切な学習
場面で育成を図ることが重要であるとともに，そうして育まれた情報活用能
力を発揮させることにより，各教科等における主体的・対話的で深い学びへ
とつながっていくことが一層期待されるものである。

情報を整理・比較すること

学習活動を遂行する上で必要となる資質・能力であること

文部科学省（2017）小学校学習指導要領（平成29年告示）解説，50〜52ページ



学習指導要領（2017）
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日常的に情報技術を活用できる環境を整えること

全ての教科等の特性に応じて適切に活用し，活動を充実させること

今回の改訂に当たっては，資質・能力の三つの柱に沿って情
報活用能力について整理されている。情報活用能力を育成する
ためには，第１章総則第３の１(3) や各教科等の内容の取扱いに
示すとおり，各学校において日常的に情報技術を活用できる環
境を整え，全ての教科等においてそれぞれの特質に応じ，情報
技術を適切に活用した学習活動の充実を図ることが必要である。

文部科学省（2017）小学校学習指導要領（平成29年告示）解説，50〜52ページ



学習指導要領（2017）
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（参考：情報活用能力を構成する資質・能力）
（知識・技能）
情報と情報技術を活用した問題の発見 ･ 解決等の方法や，情報化の進展が社会の中で
果たす役割や影響，情報に関する法 ･ 制度やマナー，個人が果たす役割や責任等につ
いて，情報の科学的な理解に裏打ちされた形で理解し，情報と情報技術を適切に活用
するために必要な技能を身に付けていること。

（思考力・判断力 ･ 表現力等）
様々な事象を情報とその結びつきの視点から捉え，複数の情報を結びつけて新たな意
味を見出す力や，問題の発見 ･ 解決等に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用する
力を身に付けていること。

（学びに向かう力・人間性等）
情報や情報技術を適切かつ効果的に活用して情報社会に主体的に参画し，その発展に
寄与しようとする態度等を身に付けていること。

 【中央教育審議会答申 別紙３－１】

情報技術を活用した問題発見・解決の方法，役割・影響・法・マナー・役
割・責任について，科学的な理解すること，効果的に活用すること，主体
的に参画して態度を身につけていること

文部科学省（2017）小学校学習指導要領（平成29年告示）解説，50〜52ページ



情報活用能力における生成AIの利活用に関連する記述の整理
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1. 3観点8要素で整理されている

2. 文部科学省IE-School事業（2019）における実践・研究を踏まえた資質・
能力で整理されている

3. 学習指導要領における情報活用能力と生成AIの利活用に関わる整理
• 予測困難な社会において，主体的に捉え，活用すること
• 身近な情報技術を手段として，学習や生活に活用すること
• 情報を整理・比較すること
• 学習活動を遂行する上で必要となる資質・能力であること
• 日常的に情報技術を活用できる環境を整えること
• 全ての教科等の特性に応じて適切に活用し，活動を充実させること

生成AIの技術を活用した問題発見・解決の方法，役割・影響・法・マナー・役
割・責任について，（1）科学的に理解すること，（2）学習や生活に効果的に
活用すること，（3）主体的に参画して態度を身につけること
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1. そもそも情報活用能力とは何か
2. 近年の児童生徒の情報活用能力はどのような状態か
3. ガイドライン改定に関する意見

 生成AIの利活用に関して，情報活用能力の何をどの段階か
ら実施していけば良いか



OECD PISA 2018
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読解力はコンピュータ使用型調査（CBT）に移行した2015年から低下

国立教育政策研究所（2019）OECD生徒の学習達成度調査（PISA2018）のポイント



OECD PISA 2018
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質と信ぴょう性を評価する，矛盾を見つけて対処する，
といった学習活動が実施されていないのではないか

国立教育政策研究所（2019）OECD生徒の学習達成度調査（PISA2018）のポイント



OECD PISA 2022
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探究・PBLでICTを活用していないことで，主体的
に情報を活用できていないのではないか

国立教育政策研究所（2023）OECD生徒の学習到達度調査2022年調査（PISA2022）のポイント



OECD PISA 2022
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国立教育政策研究所（2023）OECD生徒の学習到達度調査2022年調査（PISA2022）のポイント

【自律学習を行う自信が低い】
自律的な学び，学習者主体，個別最適な学びと協働的な学びの充実が
主体的な生成AIの利活用を促進するのではないか



情報活用能力に関する意見交流会（2023）
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生成AIの利活用が，問題解決の基礎となる学習活動の中で適切に取り入れる
ことで，個別最適な学びと協働的な学びの充実の促進が図られるのではない
か

文部科学省（2023）情報活用能力に関する意見交流会：情報活用能力の育成に向けた各有識者の主なご意見



情報活用能力に関する意見交流会（2023）
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文部科学省（2023）情報活用能力に関する意見交流会：情報活用能力の育成に向けた各有識者の主なご意見

デジタル技術の基本的な操作の習得が十分ではなく，1人1台の情報
端末の活用のさらなる充実に関する明記も必要なのではないか



情報活用能力に関する意見交流会（2023）
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文部科学省（2023）情報活用能力に関する意見交流会：情報活用能力の育成に向けた各有識者の主なご意見
https://www.mext.go.jp/content/20240325-mxt_kyoiku01-000034866_5_2.pdf

学校現場に情報活用能力が十分理解されていない



子どもの情報の読解，情報活用能力に関する研究事例
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• 情報活用能力の学習歴がある児童や大学生は，生成AIが作成した偽情報に違和感や批判的な記述
ができるが，学習歴がない児童や大学生は批判的な記述はできない

• 佐藤和紀，織田裕二，堀田龍也（2024）生成 AI が生成した混成型テキストの 小学生による読解に関する調査．日本教育工学会2024年春季
全国大会講演論文集

• 佐藤和紀，堀田龍也（2024）生成 AI が生成した混成型テキストの 小学生と大学生への読解に関する調査．日本教育メディア学会2024年度
年次大会講演論文集（発表予定）

• 引用指導を3年間継続した生徒は，1年間のみ指導／指導なしの生徒と比較して，著作権を尊重し，
引用技能の下位評価の生徒は有意に少ない

• 金隆子，村松浩幸，堀田龍也，野中陽一（2013）中学校国語科での引用指導についての教育効果．日本教育工学会論文誌/37 巻 (2013) 
Suppl. ：197−200

• 子どもは写真から情報を収集，読解できていないが，継続して学習すれば読解できるようになる
• 手塚和佳奈，佐藤和紀，堀田龍也，谷塚光典 （2022）写真を読み取る力の育成を目指した小学校第６学年児童向けの学習指導とその評価．
日本教育工学会論文誌，46（Suppl.）：89-92

• 子どもはグラフから情報を収集，読解できていない，継続して学習すれば読解できるようになる
• 槇誠司，佐藤和紀 ，板垣翔大，齋藤玲，堀田龍也（2017）小学校第５学年児童に対する短時間グラフ解釈学習の効果検証．日本教育工学
会論文誌，41（Suppl.）：45-48

情報活用能力の育成には学習経験，学習歴が必要



生成AIパイロット校の実践における情報活用能力の分類（資質・能力）
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ファクトチェックに関わる情報収集，整理，分析，評価・改善，
多角的な情報の検討，試行錯誤による改善に関する実践が少ない

小島愛莉，堀内蓮太郎，佐藤和紀（2024）令和５年度リーディングDXスクール生成AIパイロット校での生成AIに関す
る事前指導の内容と情報活用能力の観点の分類．日本教育メディア学会2024年度年次大会講演論文集（発表予定）



生成AIパイロット校の実践における情報活用能力の分類（3観点8要素）
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小島愛莉，堀内蓮太郎，佐藤和紀（2024）令和５年度リーディングDXスクール生成AIパイロット校での生成AIに関す
る事前指導の内容と情報活用能力の観点の分類．日本教育メディア学会2024年度年次大会講演論文集（発表予定）

情報モラルに関わる「情報社会に参画する態度」の実践が他観点と
比較して少ない



情報活用能力調査（2022）
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生成AIをどの段階から活用すれば良いかの参考となる資料

文部科学省（2023）児童生徒の情報活用能力の把握に関する調査研究【情報活用能力調査(令和３年度実施) 】

小学校5年生
中学校2年生
高校2年生 を対象



情報活用能力調査（2022）
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情報の権利，情報の比較

メディアの特性理解

情報の特徴の分類

情報の要約 情報の保護

著作権の理解

著作権・肖像権の理解

情報技術の基礎的理解

情報技術の利活用の理解

信頼できる根拠の選択

不適切な情報発信の指摘

個人情報保護と発信

文部科学省（2023）児童生徒の情報活用能力の把握に関する調査研究【情報活用能力調査(令和３年度実施) 】

生成AIをどの段階から活用すれば良いかの参考となる資料



生成AIに関連した情報活用能力はどのような状態か
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• 読解力はコンピュータ使用型調査（CBT）に移行した2015年から低下し
ている。特に質と信ぴょう性を評価する，矛盾を見つけて対処する，と
いった学習活動が実施されていない懸念がある

• 探究・PBLでICTを活用していないことでで，主体的に情報を活用できて
いない可能性がある

• 自律学習を行う自信が低い
• 生成AIの利活用が，問題解決の基礎となる学習活動の中で適切に取り入れ

ることで，個別最適な学びと協働的な学びの充実の促進が図られるのでは
ないか

• デジタル技術の基本的な操作の習得が十分ではなく，1人1台の情報端末の
活用のさらなる充実が必要である

• 学校現場に情報活用能力が十分理解されていない
• 情報を批判的に読解できていない実態があることから，情報活用能力の継

続した学習経験が必要である
• 生成AIパイロット校では，ファクトチェックに関わる情報収集，整理，分

析，評価・改善，多角的な情報の検討，試行錯誤による改善，情報社会に
参画する態度に関する実践が少ない



Kazunori SATO                                 All Right Reserved

1. そもそも情報活用能力とは何か
2. 近年の児童生徒の情報活用能力はどのような状態か
3. ガイドライン改定に関する意見

 生成AIの利活用に関して，情報活用能力の何をどの段階か
ら実施していけば良いか



ガイドライン改定に関する意見
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1. 学習観の転換に関して
問題解決の基礎となる学習活動，自律的な学習，学習者主体の学び，個別最適な
学びと協働的な学びといった学習観への転換を通して，生成AIを主体的に活用で
きる人材育成を目指す必要があることを記述

2. 情報活用能力に関して
情報活用能力調査等のの結果や実態を踏まえ，具体的な学習内容を明確に示し，
情報収集，整理，分析，評価・改善，多角的な情報の検討，試行錯誤による改善
といったメディア・リテラシーやファクトチェックに関わる実践に取り組むこと
や，情報活用能力の向上を図ることを記述

3. 生成AIの利活用の段階的な実施に関して
次頁スライドを参照
情報活用能力調査の結果を踏まえて



ガイドライン改定に関する意見 3．生成AIの利活用の段階的な実施に関して
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① 生成AIを活用する前に達成しておきたい段階
生成AIという存在自体を知る

小学校低学年からでも実践可能

② 生成AI自体を学ぶ段階
仕組み，リスク・利便性，留意点

小学校高学年あたりから徐々に生成AIの活用を見据えていく

④ 各教科の学習や探究的な学習に生かしていく段階
問題を発見し，課題を設定する場面，自分の考えを形成する場面，異なる
考えを整理したり，深めたりする場面などでの生成AIの活用等

③ 使い方を学ぶ段階
より良い回答を引き出すためのAIとの対話，ファクトチェックの方法等

⑤ 日常使いする段階（生成AIを検索エンジンと同様に普段使いする）

同時に情報活用能力の育成・発揮が前提

③や④を往還したり，③や④を行いながら，②に関する理解を更に深めていくことも考えられる



参考：文部科学省 研究開発学校「情報の時間」
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